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研究成果の概要（和文）：本研究は、汎用性のあるルーブリックの開発と統計的な分析を通して、美術教育にお
ける鑑賞教育分野の学力を把握する。
①学校や美術館等で活用できる鑑賞教育用ルーブリック及び質問紙を開発する。②教育課程に美術鑑賞を位置づ
けている学校を対象に統計的な調査を実施する。③統計的な分析を通して、ルーブリックの教育効果、鑑賞活動
における学力把握、学力分析モデルを提示する。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to grasp the academic ability of art 
education in the field of appreciation education through the development of rubrics and statistical 
analysis. ①Develop rubrics and questionnaires for appreciation education that can be used in 
schools and museums. ② Conduct a statistical survey on schools that place art appreciation in the 
curriculum. ③Through statistical analysis, present the educational effect of Rubric, grasp academic
 ability in appreciation activities, and analysis model.

研究分野： 芸術学、美術教育、図画工作教育、教育課程

キーワード： 美術鑑賞　　ルーブリック　　統計分析　学力　図画工作科教育　美術科教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、学習指導要領の改訂の影響、美術館教育の変化等を背景に美術作品を用いたオープンエンドな対話を中心
とした鑑賞学習が行われている。しかし、学習成果の把握はアンケートや感想文、観察などに偏っており、明確
なエビデンスを提示できていない。
このような状況に対して、本研究は、小中学校で活用できる自己評価ルーブリックを提供する。また、質問紙の
開発及び統計的な分析を通して学力分析モデルを提示するとともに、鑑賞学習の効果を明確に示すことによっ
て、「主体的・対話的で深い学び」の一つとして期待される鑑賞教育の成果に対して回答を与える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



1. 研究開始当初の背景 

 

(1) 現在、学校や美術館で美術作品を用いて対話を中心とした鑑賞学習が行われている。しかし、学習

成果の把握はアンケートや感想文、観察などに偏り、明確なエビデンスを提示できていない。 

 

(2) 図画工作・美術における全国的な調査では、鑑賞学習でルーブリック評価を用いている教員は 9％

程度にとどまる一方、鑑賞学習に関する指標の必要性を感じている教員が 86.7％に達している。 

 

(3) 研究代表者及び研究分担者は、平成 20 年及び 29 年の学習指導要領や評価規準の作成、及び学習指

導要領実施状況調査等において学力把握の調査研究に携わってきた。 

 

2. 研究の目的 

 

(1) 学習評価に活用できる汎用的な鑑賞教育の自己評価ルーブリックを開発する。 

 

(2) 学習指導要領改訂に伴う学習評価にそった質問紙を開発し、鑑賞教育の学力構造を把握する。 

 

(3) ルーブリック質問紙及び質問紙を用いた調査及び統計的な分析（分散分析、重回帰分析等）を実施

し、鑑賞学習の効果及び統計的な学力分析モデルを提示する。 

 

3. 研究の方法 

 

(1) ルーブリックを用いた調査 

① 研究対象校と共同で自己評価ルーブリックを開発する。 

② 全学年でルーブリックを実施し、データをもとに統計的な分析を行う。 

 

(2) 質問紙を用いた調査 

① 評価の三観点に基づいた生徒質問紙を開発する。 

⚫ 質問紙は「鑑賞学習自己評価尺度」「鑑賞活動の選好尺度」「メタ認知尺度」とする。 

⚫ 探索的因子分析（最尤法）等を用いて尺度の因子構造を把握する。 

② 質問紙を用いて調査を実施し、学年比較調査、ウェイティングリスト・コントロールデザイン

を用いた調査、ルーブリックの得点を用いた調査を通して学力を把握する。 

 

4. 研究成果 

 

(1) 第 1 期調査の概要 

① 鑑賞のルーブリック 

⚫ 金曜日に 10 分間の鑑賞学習「朝鑑賞」に取り組む、所沢市立三ケ島中学校と共同開発した。



② 全学年でルーブリックを実施し、重回帰分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 第 1 期調査の結果 

⚫ 第 1 学年から第 3 学年にかけて「学びに向かう力」と「自分の考え」の相関が強くなる。 

⚫ 「学びに向かう力」を構成する要素として「作品の特徴」を取り出すことや「話し合い」

を行うことよりも「自分の考え」を組み立てる方が重要だと考えられる。 

 

(2) 第 2 期調査 

① 質問紙の開発（回答は 4 件法） 

因子分析の結果、項目や構成について一定の妥当性が認められた。 

⚫ 「鑑賞学習自己評価尺度」 

 三観点「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」をもと

に 50 項目を設定した。探索的因子分析（最尤法）を行った結果、第Ⅰ因子「鑑賞に

関する知識・思考」第Ⅱ因子「鑑賞に向かう態度」、第Ⅲ因子「鑑賞に関する 知

識・ 思考調整」の 3 因子構造が妥当と判断した。第Ⅱ因子が第Ⅰ因子を動かし、第

Ⅲ因子を働かせながら進行しているという学力モデルが想定できる。 

⚫ 「鑑賞活動の選好尺度」（10 項目） 

 「図画工作や美術の授業が好きです」「美術鑑賞では、友達がどのような意見を言う

のか楽しみです」など 10 項目を設定した。探索的因子分析（最尤法），プロマック

ス回転による因子分析を行い、課題志向（4 項目）と対話志向（3 項目）の 2 因子構

造が妥当と判断した。 

⚫ 「メタ認知尺度」の決定 

 既存のメタ認知尺度（1 因子 9 項目）を利用した。確認的因子分析を実施し、1 因子

構造を確認した。 

② 質問紙調査の学年比較 

⚫ 全学年に質問紙調査を実施し分散分析を行った。1 年生の頃から朝鑑賞に取り組んでいる

2・3 年生は、1 年生との間に「鑑賞に関する知識・思考」 「鑑賞に関する 知識・ 思考

調整」等において有意な差が見られ、朝鑑賞の効果が推察される。 



③ ウェイティングリスト・コントロールデザインを用いた調査 

⚫ 「朝鑑賞」にはじめて取り組む 1 年生 128 名を対象に、２つのグループに分け、「介入

（ルーブリック実施）」を交代して「事前テスト」「事後テスト」を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分散分析の結果から、時期の主効果のみが有意であった。多重比較の結果、群や尺度

にかかわらず「事前調査」＜「事後調査 1」≒「事後調査 2」であった。ルーブリッ

ク実施の有無に関わらず「学習水準の確保」や「教師が鑑賞のファシリテーターの役

割を適切に果たしている」等が確保されていることが考えられる。 

 

④ ルーブリックの合計得点を用いた分析 

⚫ ルーブリック合計得点の 9 回分を用いて、Ward 法による階層的クラスタ分析に基づいて

対象者を分類し、鑑賞学習自己評価尺度の変化を比較することで、1 年生の朝鑑賞時の

プロセスを詳細にみた。前期実施群については自己評価が中程度、あるいは高い群のほ

うが、事前事後で鑑賞学習自己評価尺度の得点が伸びていた。 

⚫ 個人内の変動を明確にするために、前期、後期それぞれの評定値を第 1 回目の評定値と

の差に変換した値を使用してクラスター分析（Ward 法）を行った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 前期、後期とも「評定値が上昇し、そのまま維持する変動群（クラスター１）」と「評定値がほとん

ど変化しない安定群（クラスター２）」の 2 に大きく分かれた。 

  前期にルーブリックを実施したグループ１の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後期にルーブリックを実施したグループ２の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 自己評価を変動させた変動群は、評定値の変化しない安定群に比べて、鑑賞活動自己評価尺度の

鑑賞活動選好尺度の一部が高まっていることが分かる。ルーブリックが適切に機能していた場合、

自分自身が行ったことを可視化する効果があったと考えられる。 

 

(3) 結論 

 

① 鑑賞活動では、「鑑賞に向かう態度（第Ⅱ因子）」が「鑑賞に関する知識・思考（第Ⅰ因子）」を動かし、

は、「鑑賞に関する 知識・ 思考調整（第Ⅲ因子）」を働かせながら進行しているという学力モデルが想定

できる。 

② 「鑑賞」という領域の学習には鑑賞の知識を活用したり、思考・判断・表現を行ったりする以外に、汎用的

なメタ認知を向上させる可能性がある。 

③ ルーブリックが適切に機能すれば、ルーブリックを用いた自己評価は一定の効果（自分自身が行ったことを

可視化する等）がある。 
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